
 

 

 

 

 

 

 

 

 

確定版のデータを業者に渡し、現在製本を依頼中。３月２０日頃に完成して送られてくるので、校内教職

員および市教委、市内各校、講師の先生に配布する。残部は保存しておき次年度の研究発表会に配布する。 

 

 

 

 
 

 

 

 

項目 内容 

概要 今年度の研究に関わる児童の意識調査を行い、児童の実態把握と次年度以降の研究課題

決定の資料とする。 

目的 今年度の校内研究を振り返る。ICT機器の効果的な活用を通し、研究主題「思考したこ

とを、豊かに表現する児童の育成」がどの程度達成されたのかを把握すると共に、次年

度以降の校内研究につながる研究の視点をもつ。 

方法 「Forms」を活用して、四件法で児童一人一人が回答する。 

期間 入力 入力期間：令和５年３月 日( )～３月  日( )…各学級 

分析 令和５年 月  日(水)～  月  日( )…研究推進部 

集計 「Forms」への入力結果をもとに Excelで集約する。 

運用 分析ができ次第、集計結果を校内全体で確認しそれらをもとに次年度の研究課題につい

て校内で検討する。 

 

 

令和５年 

３月 １日 

研究推進部会 

３ 児童アンケートの実施詳細 

２ 児童アンケートの QR コード【重要】 

１ 今年度の研究紀要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀データの削除 

（個人情報に関わる画像、動画などを中心に基本的にはすべてのデータを削除する） 

 ・「ＳＫＹＭＥＮＵ」の教材・作品フォルダ ・「じどう」フォルダ ・「ピクチャ」フォルダ 

②ファイルの整理 

③リカバリー（卒業する６年生の児童用タブレットを、次年度入学する１年生用にデフォルトす

る） 

④アカウントの移行 

教師用…転出する教員のアカウントを転入する教員アカウントに割り当てる 

 児童用…６年生のアカウントを次年度入学する新１年生用アカウントに再利用して割り当てる 

 

 

 

次年度はＩＣＴに関わる校内研究の３年目にあたり、研究としてのまとめの年になる。また、

１月に研究発表を控えていることを踏まえると、今年度のうちにある程度の研究内容の具体化

（分科会の内容など）や研究発表会の概要、校内組織などについては共有しておき、新年度に

すぐスタートできる校内体制づくりをしておく。→別紙を参照。 

 

 

３月１４日研究全体会で校内で共有する。 

４ 今年度のＴＴＴまとめ 

５ タブレットの年度末処理 

６ 次年度の研究について 


